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国
関
総
数
・
殺
の
硝
用
料
桔
鈴
悌
費
及
ぴ
印
叩

綴
制
説
本
繁
か
ら
六
千
mm
を
淡
婦
問

こ
れ
に
才
入
追
加
分
一
一
十
滋
万

mM
た
あ
わ
ぜ
て
血
抗
議
際
議
員
滋

挙
の
投
媛
、
簡
潔
の
磐
田
澄
者
、

立
会
人
的
り
毅
餓
及
び
緩
時
事
務
務

従
務
者
手
当
等
に
一
一
一
万
六
千
円

安
滋
ム
刻
、
事
{
ヤ
止
さ
ら
に
参
議
料
開

議
長
後
援
・
の
筋
商
批
判
鍛
綾
と
し
て

二
十
二
万
円
安
返
加
し
た
。
柚
描

中
点
制
僻
附
興
組
質
問
的
障
と
し
て
総
数
議

議
会
幽
到
の
郎
総
製
本
品
質
か
ら
六

万
円
を
拙
同
級
ζ

れ
に
泳
入
退
加

分
一
万
mnを
あ
わ
せ
て
広
線
地
慌

の
千
議
開
民
広
続
無
終
同
市
受
信
出
間

施
設
品
質
に
添
加
献
見
ぶ
し
ま
し
た

第
一
問
特
別
会
計
町
営
倹

湾
総
絞
首
明
譲
受
豆
予
算

〈
際
総
可
決
〉

今
回
の
支
援
は
附
問
万
一
湾
問
問

mw
滅
縦
割
見
返
で
、

ζ

れ
に
よ
り

累
計
綴
神
仙
人
資
八
十
一
万
七
千

五
百
由
け
と
な
り
ま
ナ
。

減
額
笈
}
止
の
磁
燦
は
、
羽
吋
和
制

刊
以
後
六
十
九
万
七
千
一
百
円
の

湾
鴬
銭
前
哨
絞
殺
愉
臨
時
制
金
を
見
込

ん
だ
の
で
す
が
、
一
一
…
潟
大
十
双

山β
七
千
即
日
の
祷
叫
明
金
決
{
況
が
あ

り
、
附
附
万
…
一
お
内
不
足
し
た
た

め
で
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

才
出
澄
で
も
四
万
一
一
段
開
刊
の
減

税
放
浪
を
行
な
い
ま
し
た
。

第
四
国
追
加
予
算
は
ニ
十
六
万
円

門
町
然
変
、
関
脇
紛
符
警
官
は
、
十
一
月
官
邸
金
約
九
時
か
ま
語
、
認
で
欄
閥
、
か
れ
・
書
出
じ
ん
と
山

町
山
い
幾
何
却
場
の
加
減
絞
務
係
な
ど
六
件
に
つ
き
審
議
し
た
総
媛
、
全
議
案
を
原
察
可
決
し
て
糊
附
会
し
お

羽
ま
し
た
。
以
下
、

ζ

れ
ら
端
開
策
作
の
府
内
察
等
に
つ
い
て
殺
後
い
た
し
ま
す
。
刊
明

智
幽
遊
物
の
処
分
絡
に
つ
い
防
後
じ
ん
か
い
幾
鎗
績
の
し
ま
す
。

て

ハ

療

幾

可

決

V

日
鼠
援
開
暗
所
に
つ
い
で
第
鶴
岡
間
一
絞
会
針
返
郊
一
史

然

一

小

学

校

第

三

一

校

合

は

務

(

探

索

可

決

〉

益

予

算

(

潔

議

湾

淡

〉

朽
し
て
い
る
た
め
、

ζ

れ

を

駁

務

総

の

燦

立

授

業

に

よ

る

じ

ん
γ
爆
の
追
加
据
棋
は
二
十
六
日
刀

り
こ
わ
し
て
、
ぞ
と
に
制
問
教
室
ん
か
い
処
淵
嶋
中
刀
法
は
、
回
帰
払
知
的
問
内
情
、
、

ζ

れ
ま
で
の
累
計
額
は

た
酬
明
築
ナ
る
乙
と
に
な
っ
た
の
か
つ
非
衛
生
的
別
で
あ
る
の
守
、
一
億
三
千
九
潟
三
十
一
一
万
入
苧

で
、
と
出
V
4
知
朽
校
舎
を
箆
し
、
と
れ
役
衛
生
約
な
h

間
四
時
総
殺
と
間
関
百
円
と
な
ち
ま
す
。

そ
の
時
措
仏
制
令
後
参
入
札
又
は
随
す
る
た
め
、
本
年
岬
位
当
初
予
算
滋
加
叫
制
緩
凶
件
、
衆
参
滞
緩
談

窓
契
約
に
よ
っ
て
哨
一
見
織
し
よ
う
に
じ
ん
か
い
総
総
務
絞
総
工
事
員
選
挙
委
託
金
の
こ
十
双
方
丹

と
い
う
も
の
で
す
。
俊
一
一
一
一
一
一
九
万
一
一
一
手
間
内
を
計
上
し
と
、
千
葉
諜
広
級
品
糊
終
絡
絞
附
川

ヱ
一
事
務
災
契
約
に
つ
い
て
没
後
務
所
仕
検
討
し
て
い
ま
し
後
階
刷
機
没
後
織
功
金
の
一
万
円

ハ
絞
脚
隅
符
淡
U

た
が
、
と
の
師
陣
ど
、
中
入
学
久
土
守
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
え
に
ゆ
地
べ
た
よ
う
に
捕
翌
察
学
楳
耕
地
七
七
七
役
織
の
ニ
返
和
剤
師
闘
の
後
悔
務
及
び
予
算
獲

小
数
絞
第
三
校
舎
は
#
も
お
し
て
ハ
ヨ
一
一
匂
線
貸
出
林
〉
及
び
防
波
の
お
も
な
る
も
の
は
、
品
秘
資

い
る
の
で
、
問
問
料
帆
府
議
後
渓
殺
す
七
七
人
数
絞
め
…
〈
一

O
七
坪
鵡
民
欄
関
係
と
し
て
我
孫
子
中
滋
祭

る
た
め
の
工
事
務
会
契
約
役
続
出
林
)
器
所
有
翁
棋
制
緩
チ
阿
久
エ
事
時
減
免
焚
か
ら
ニ
十
万
開
問
手

絡
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
e

ぬ
暗
然
一
…
一
九
五
番
地
双
山
同
省
後
日
間
は
を
減
額
乙
れ
や
…
第
一
小
銃
仙
紙

雲

仙

宮

翌

?

喜

子

湾

事

坊

主

、

こ

ζ

を
町
営
護
ま
姐
雨
食
品
質
に
更
で
、

我
孫
子
冷
為
抽
尚
一
之
総
じ
ん
か
い
淡
い
却
峨
備
の
縫
紋
地
と
保
融
陣
地
開
食
後
関
係
と
し
て
定
期

wv
給
食
金
相
制
i
一
一
一
一
一
一
四
万
符
市
民
め
た
も
の
で
ず
。
健
康
診
断
品
質
の
惜
別
材
料
相
斡
か
ら
六

wv
工
務
総
姿

i
木
造
二
滋
慈
、
楠
開
約
機
の
細
川
時
間
等
に
つ
い
て
守
一
夜
開
刊
を
減
額
こ
れ
れ
忽
検
診

同
時
制
活
ス
レ
ー
ト
父
簿
、
残
然
同
同
、
鵠
同
品
川
抑
内
約
綴
絡
に
つ
い
て
後
災
関
休
地
獄
縁
組
買
に
更
正
し
、

岡
地
欄
吋
一
一
五
，
九
千
為
線
〈
務
会
議
決
が
終
む
ま
し
た
ら
組
注
目
選
挙
焚
関
係
と
し
て
然
滋
議

波
紋
繁
…
一
、
持
制
出
教
室
.

G

1

1

}

2

p
毅
麹
鶏
援
緩
綴
畿
繍
綴
綴
議

}

j

p

p

欝
議
議
緩
糊

ヱ

殺

意

義

に

つ

い

て

婚

話

務

露

議

議

題

懇

克

一

ω欝
麗
弾
砲

h
z
g勾
M
M
m
m
開
援
護
疲
れ
通
事
儲
霊
験
制
謹
弱
瞳
罷

4
n
p
出
口
H
帰
国
芦
腐
鶴
岡

ae弘
謹

a
E

〈
潔
毅
一
同

W

8

4

5
騎
鴎
欝
態
麟
寵
欝
謹

{
6
8
6際
隊
臨
障
関

空

中

学

校

増

築

工

事

長

一

人

の

棄

権

者

も

な

く

投

票

を

品
開
知
判
約
校
総
総
判
し
よ
う
と
す
る

も

の

で

す

。

十

一

月

二

十

殺

の

衆

惜

間

際

議

わ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

ζ

と
り
、
入
に
綴
ま
れ
た
号
、
い
い

w
v
喫
訪
の
相
相
手
方
i
袋
線
テ
例
祭
選
挙
が
、
だ
ん
ど
ん
返
っ
い
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
か
げ
ん
な
戦
断
明
、
机
探
索
令
す
る

物

放

小

島

茂

樹

相

て

き

ま

し

た

。

明

雄

挙

を

公

正

級

制

崩

に

ナ

る

こ

と

よ

う

な

考

え

に

は

と

て

も

な

れ

w
v
鵠
開
会
金
総
i
ご

0
0万
回
日
こ
ん
に
ち
の
私
た
ち
の
B
常
持
林
、
決
し
て
む
づ
か
し
い
ζ

と
た
い
わ
け
で
す
。

マ
ヱ
事
国
抽
婆
i
木
功
鳩
山
一
隊
総
生
活
情
持
、
す
べ
て
ゆ
戦
渦
捕
の
反
狭
で
は
あ
哲
一
ま
合
ん
。
終
段
、
私
匁
た
も
は
総
た
ち
の
た
め
に

ハ七

O
附
吋
〉
及
び
平
家
時
開
門
問
問
で
す
。
私
た
ち
の
会
滋
安
よ
号
た
も
み
ん
な
が
務
料
品
哩
あ
っ
て
自
分
の
一
番
ょ
い
と
倹
ず
↑
る
後

附
悶
・
ス
滋
線
〉
、
厚
裂
ス
レ
よ
く
、
よ
り
開
明
る
く
す
る
こ
と
「
滋
家
ζ

そ
、
私
た
ち
自
身
の
党
や
、
府
抗
措
捕
者
を
湾
ふ
ょ
う
心

l
ト
克
明
耳
、
残
然
時
間
係
一
一
は
、
よ
い
政
泌
が
行
な
わ
れ
て
考
え
安
政
協
の
ふ
み
に
衰
弱
す
る
が
け
、
努
力
し
て
来
る
十
一
月

凶
・
一
一
五
坪
ハ
以
前
条
ゆ
馬
、
燃
と
そ
は
じ
め
て
約
哨
弔
さ
れ
る
の
た
だ
一
つ
の
機
会
で
あ
り
、
私
二
十
廷
の
知
伸
機
数
投
開
鍋
お
に
は

料

災

払

脱

出

選

、

問

準

銭

安

、

木

で

十

。

た

ち

出

国

身

の

身

が

わ

ph官
滋
ぷ
一
人
の
棄
権
者
‘
も
な
く
、
投
潔

工
作
幾
滋
、
効
力
機
滋
曜
+
寸

ζ

の
大
紛
れ
砧
代
表
者
を
選
ぶ
の
だ
。
L

と
い
う
気
持
に
な
れ
ナ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

エ
兵
一
管
環
家
一
〉
選
挙
が
、
閥
明
る
く
涼
し
く
行
な
ぽ
弘
、
議
滋
や
人
僚
に
ひ
か
れ
た

ミこび

す
答



ミニび

十
月
一
日
午
総
務
時
期
悦
窪
で
行
な
わ
れ
た
国
勢
線
絞
め
結
果
が
ま
と
渓
り
ま
し
た
の
明
¥
議
京
高

等
漢
の
う
ち
、
人
口
と
稜
線
数
ハ
山
総
退
総
統
計
同
期
か
ら
公
表
の
制
勝
一
巧
を
受
0
・料品務帽哨
V

安
楽
濃

い
た
し
家
ず
Q

な
お
写
捌
削
和
二
十
五
年
の
概
同
勢
摺
嗣
査
及
び
緩
和
三
十
五
年
の
用
問
曲
賞
摺
幽
交
に
お
け

る
人
口
と
設
滞
納
開
後
袋
発
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

p
g
ナ
3

シ
認
リ
ダ
精
機
口
同
宕
か
み

合
せ
、
世
宵
血
中
川
出
は
得
点
殺
傷
・
う

と
い
う
滋
営
上
の

hqつ
・
か
し
さ

で
も
綴
人
A

訟
の
「
構
用
品
判
滋
ひ
」
が
あ
哲
ま
し
た
が
、
幸
い
役
員

は
、
公
明
選
挙
の
錦
締
約
等
が
あ
叫
崎
氏
の
努
力
と
総
務
事
告
の
協
力

っ
て
件
付
に
印
刷
鮮
に
後
ち
ま
し
た
に
よ
っ
て
、
予
定
ど
お
与
終
了

ζ

の
防
災
渓
動
会
法
、
総
年
す
る
と
と
が
で
き
ま
し
た
と
と

行
な
う
予
定
で
す
の
で
、
駒
内
交
に
対
し
、
‘
心
か
ら
お
礼
を
惨
し

例
制
笈
の
相
抽
出
陣
殺
は
か
る
た
め
に
上
げ
な
ナ
。

米
年
か
ら
は
、
よ
れ
り
多
特
仙
の
方
的
斡
ち
に
、

P
R
が
た
れ
ワ
な
か

が
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
っ
た
た
め
、
肉
災
巡
説
会
に
務

緩

い

ま

す

。

奴

で

き

な

か

っ

た

均

気

の

淡

さ

今問問
M
U
後
上
競
技
縁
関
と
レ
ま
に
、
塚
え
お
わ
び
い
た
し
ま
す

高
温
庄
の
無
料
測
定
を
実
施

と
の
す
問
血
圧
肉
体
も
、
卒
く
器
悶

死
し
て
廷
し
い
治
療
と
相
銅
像
あ

る
生
吋
悩
殺
す
れ
ば
、
な
お
る
病

気
で
す
。
皆
さ
ん
「
と
る
ば
ぬ

仲
郊
の
品
位
」
の
淡
の
よ
う
に
「
な

ん
で
も
な
い
い
と
国
的
っ
て
も
、

品
仙
の
た
め
に
ぜ
ひ
4

燦
世
間
ム
血
圧

機
内
況
を
行
な
い
設
す
ょ
う
お
銭

ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

マ
対
象
融
制

州
側
寸
以
上
の
ガ
ゃ
い
対
象
と
し

<l!> 

好
夫
氏
恵
ま
れ
た
野
民
連
動
会

去
る
十
月
一
ニ
十
日
、
的
貯
}
市
〈
に

恵
ま
れ
た
叫
杭
品
V
L
m

り
下
に
、
文
化

然
行
事
mw
一
世
田
と
し
て
町
民
遂

紛
会
が
我
孫
子
中
グ
ヲ
シ
ド
で

間
開
催
さ
れ
、
泌
岨
持
者
の
品
制
問
郎
、

唾
込
町
小
晶
子
ゑ
1

・
中
学
金
、
資
朝
刊
、
一

z一
般
男
子
、
伺
師
人
W
M
、
各
地
区
事

一
各
事
業
郊
の
輔
副
抽
出
を
は
か
ヮ
て

一
終
始
な
。
と
や
か
に
と
の
…
認
を

一
汲
ご
し
ま
し
た
写

品
川
一
当
口
H

同
体
多
同
部
な
附
携
し
が
く
れ
ツ

引
一
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
か
-

au
幽

4
1
同

河
川
明

と
と
し
も
町
底
的
余
の
み
点
的
擦

で
、
骨
肉
出
品
庄
の
無
料
制
側
海
を
日
付

金
う
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
ど
彩
じ
の
よ
う
に
、

回
出
阻
阿
部
内
亡
率
の
悼
凶
ル
恥
仇
也
出
め
て

い
る
の
捻
時
間
叫
械
の
で
す
。
と
の

脱酬率出
T

の
お
も
な
原
級
滋
、
商

品
域
涯
で
ナ
。
そ
し
て
こ
の
お
血

阪
経
録
、
ガ

y
、
心
滋
病
と
と

も
に
、
成
人
の
一
一
…
大
疾
患
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

て
お
ち
ま
す
が
、
品
物
鵠
臨
し
端
鳴
に

つ
い
て
は
、
品
制
才
液
晶
腕
の
方

で
も
訓
州
出
品
し
ま
す
。

w
v創
作

会

料
金
は
い
っ
さ
い
録
制
斡
明
、
す

w
v
m
開
時
と
場
所

ロ
月
前
“
同
綴
4
小
学
校

ν

泌

総

第

1
ふ
齢
十
校

u
m
E
H

然
3
小
学
校

総
月
6
日

終

2
小
学
的
部

U

7

U

H

布
後
中
学
校

H

事
昨
日
湖
北
品
中
学
校

w
g
g
中
州
階
下
公
開
高
齢
剛

〈
午
後
1
時吋
i
午
後
3
時吋〉

間
月
1
日
は
参
院
補
選
日
で
す

補
充
名
簿
登
鑓
申
詰
は
日
…
削
回
日
刊

飯
山
相
官
一
十
五
年
十
一
月
ニ
十
隠
密
住
サ
る
人
。

wv
名
簿
に
愛
綿
糊
さ
れ
る
人
窓
際
総
糊
矧
開
問

緩
和
十
五
年
十
一
月
二
十
…

g

十
一
月
二
十
一
段
〈
衆
議
録
議

刊
紙
約
に
生
れ
た
人
で
、
昭
殺
一
日
一
員
選
挙
の
受
口
制
〉
か
ら
十
一
月

十
五
年
十
八
月
二
十
一
E
M

〈
午
約
ニ
十
欄
間
口
同
ま
で
の
慰
問
問
開
問
。

零
時
〉
以
持
掛
か
ら
我
孫
子
防
に
総
務
例
町
村
棋
は
問
機
器
T

繁
恋
愛

申
法
る
十
二
月
一
円
叫
に
は
参
議

総
数
民
対
議
欠
唱
暗
殺
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
ζ
A
W
噛
紙
一
予
に
楠
叫
同
市
す
る

悼
間
流
嚇
地
獄
中
人
名
簿
は
、
次
的
要

領
句
作
ら
れ
ま
す
。

マ
名
簿
制
調
制
調
現
在
門
口

竹

見

訪

日

か

ら

款

の

火

災

と

品
仏
の
火
災
予
仲
間
判
阻
聞
が
刊
は
符
パ

泌
日
か
ら
全
国
い
っ
せ
い
に
行

わ
れ
ま
す
が
、
防
相
川
仲
間
同
出
で
は
、

品
開
さ
ま
方
の
ご
協
力
の
も
と

に
、
次
の
よ
う
な
逐
効
投
隙
慨
深

す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

綴
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
と
時
首
位
題
信
号

十
一
戸
ハ
ス
十
六
日
午
鋭
ヌ
時

一一一
E

十
分
、
本
肺
門
い
っ
紛
い
に
次

の的
M
H
V
P弘
行
な
い
ま
す
3

サ
イ
レ

γ

ら
コ
rnリ
ホ
ヲ

幸

l
f

、8S忌
e
，z

。
i
i
2
6秒
!
?
〈
U

(
五回出〉

後

鐙一
点
と
…
叫
ん
刊
の
町
執
行

。

。

i
O
i
O
〈叩丸岡山)

品
切
時
的
火
賞
品
抽
〈
日
μ
縦
未
定
〉

広
義
務
に
よ
れ
ツ
間
町
内
在
淡
間
関

ぴあ報広

。
時
間
火
制
訓
練

中
に
mwと
附
附
ヒ
般
国
目
立
に
、
絞
殺

招
集
約
終
と
核
問
防
火
祭
筑
波
を

行
れ
怖
い
ま
す
。

〈
全
闘
員
出
動
期
〉

@
出
柄
数
組
耐
帥
刊
の
手
入
れ
と
納
貯
水

池
の
点
検
整
備
ハ
会
長
出
動
〉

@
各
家
庭
の
銭
関
石
油
コ

V

ロ
懇
の
納
税
関
却
が
年
々
滋
叙
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
液
抑
制
方
法
党

側
間
ち
火
災
を
引
き
怨
し
た
州
問
川
防

相
相
当
に
あ
ち
ま
す
。
こ
れ
絡
の

事
飲
食
米
然
に
紡
ぐ
た
め
の
販

制
拡
中
点
法
の
普
及
と
炊
事
場
の
あ

り
方
に
つ
い
マ
、
各
家
絞
殺
滅
的

の
た
と
え
の
と
お
号
、
火
災
に
@
仲
間
火
ポ
ス
タ
ー
の
務
総

よ
る
柿
院
議
を
最
少
問
問
燃
に
く
い
中
学
生
を
対
数
と
し
て
、
次

と
め
る
に
は
、
火
災
の
発
伎
役

mw
要
領
に
よ
9
仲
間
火
ポ
ス
タ
ー

ぶ
織
に
批
判
開
地
し
て
適
切
な
初
制
制
の
築
後
栓
い
た
し
ま
す
。

消
火
然
鵬
慨
を
絡
す
と
と
も
に
、

wv
蜘抑制
w
g

十
…

n
月
三
十
日

十仁川町
F
b
iを
ほ
波
鳴
始
時
措
に
消
防
マ
規
伸
橋
一
一
一
自
由
4
m
x
笈
a
T
m

後
期
開
あ
て
汲
加
持
し
て
、
火
災
め
の
ふ
〈
き
さ
の
一
湖
周
材
料
で
、
色

叶
科
大
安
防
止
す
る
こ
と
が
必
前
宜
伸
体
…
一
一
色

で
お
り
ま
す

o

V

送
哲
先
総
務
照
時
消
防
係

i

運
転
免
許
の
年
令
を
引
上
げ

U
U

一

免

許

の

種

類

も

縮

少

整

理

一戸ド叫W

一
〈
今
，
ω附
川
の
泊
第
帰
…
掛
滋
撚
品
免
児
皆
許
則
hを
官
受
一
け
け
ら
れ
る
糊
綴
警
嶋
努
命
ハ
寸?Mご
‘
れ
れ
る
揖
ほ
砧
か
、
い
ま
ま
で
伺

一
三
の
の
の
一
一
一
芯
①
主
℃
妥
次

Zは、二中〈

正
一
の
と
お
匂
号
，
動
車
の
一
似
品
加
級
制
を
含
む
〉
、
努
滋
あ
を
ま
ず
。

氏
一
運
転
差
別
免
許
〈
畿
通
自
動
緩
め
仮
免
許
以
上
の
う
ち
、
後
日
付
と
変
わ

何
一
年
令
の
引
役
会
主
、
特
殊
免
許
は
十
入
才
っ
た
点
は

一t
ふ

げ

及

び

以

上
J
一
一
紛
糾
先
日
災
自
動
一
一
一
総
潔
マ
小
波
4

絞
殺
翠
運
委
針
〈
十

四
述
転
免
続
料
の
叙
品
先
絞
め
包
含
む
)
、
級
品
見
掛
灯
、
ム
ハ

Y
M以
上
〉
が
綾
滋
免
許
一
本

時
制
緩
め
数
制
収
が
行
な
わ
れ
ま
す
第
一
線
療
付
免
球
軒
、
第
一
一
時
間
療
に
な
ち
、
十
人
才
以
上
に
引
者

付
免
許
は
十
六
才
以
上
げ
ら
れ
た
。

よ
と
な
り
ま
す
。

wv
検問一献槻匝胤
Hn許
可
ハ
十
問
問
才

第
一
緒
免
許
凶
弘
、
以
上
〉
が
第
一
知
機
間
関
付
免
許
と

現
行
め
十
銭
(
仮
点
先
な
り
、
十
六
寸
以
上
w
h
剖
引
寺
上

設
な
除
く
)
か
ら
大
げ
ら
れ
た
。

議
(
大
剛
畑
、
輸
宮
市
期
、

mw
一
一
点
で
、
第
一
一
機
巡
転
免
許

持
然
、
っ
…
品
柄
、
二
級
は
、
い
ま
ま
で
肺
門
穏
に
二
十
一

双
ぴ
終
免
許
〉
に
後
才
以
L
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。

織
さ
れ
、
繁
一
線
、
な
お
も
現
行
の
小
紋
自
動
凶

第
一
一
時
間
の
滅
付
免
許
総
免
許
は
、
後
滋
免
許
と
ゑ
な

も
官
制
加
え
た
久
鵠
担
に
一
な
さ
れ
ま
す
が
、
公
安
後
嗣
刷
会
mu

ワ
ま
す
。
事
咽
骨
燃
に
合
同
荷
寸
る
ま
で
泣
、
選

ま
た
、
繁
一
…
種
免
紛
で
き
る
怒
鳴
現
総
数
一
寧
悼
件
、
灘

消
刑
法
、
現
行
mw
五
時
槻
行
法
に
淵
加
点
絡
す
る
小
型
尚
同
蜘
抑
制
闘

い
か
間
関
毅
(
大
波
注
餐
殺
に
間
関
ら
れ
ま
す
。

通
、
件
付
幹
部
及
び
三
始
以
上
で
改
況
の
都
世
上
院
に
つ
い

第
コ
制
服
免
許
〉
に
放
で
の
説
勝
点
在
終
り
ま
す
。

防

週

間

防
波
紋
が
時
間
間
開
い
た
し
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
〉

。
初
期
消
火
の
後
態
と
滋
滋
な

透
釦
将
「
大
前
ゆ
仲
料
品
取
同
仰
の
双
山
分
間
制
」

i譲事Eできる免許のヰ重量夏

尚
民
会
(
役
畿
二
階
会
議
室
〉
に

用
意
し
て
為
ち
ま
す
か
ら
、
枕
乳

絞
殺
筒
片
出
附
さ
れ
た
ガ
は
、
必
ず

印
府
棋
を
ど
持
参
に
な
っ
て
緩
鶴
料

申
議
殺
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
名
簿
叫
戦
世
車
線
問

十
二
月
“
一
十
七
口
μ
か
ら
十
一
月

三
十
人
臼
ま
で
ハ
ζ

の岡附
w
h
災

wv
名
幾
纏
定
期
悶

十
一
月
三
十
日
制
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